
滋賀県議会だより

　

令
和
５
年
度
予
算
は
、
３
期

目
の
当
選
を
果
た
さ
れ
た
知
事

の
最
初
の
予
算
で
す
。
知
事
は
、
ビ

ヨ
ン
ド
コ
ロ
ナ
、「
シ
ン
・
ジ
ダ
イ
」

に
向
け
て
、「
健
康
し
が
2.0
」が
実
現
・

実
感
で
き
る
よ
う
、
新
た
な
チ
ャ
レ

ン
ジ
を
す
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。「
子

ど
も
・
子
ど
も
・
子
ど
も
」「
ひ
と

づ
く
り
」「
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健

康
づ
く
り
」「
安
全
・
安
心
の
滋
賀

づ
く
り
」「
グ
リ
ー
ン
・
デ
ジ
タ
ル

に
よ
る
経
済
・
社
会
づ
く
り
〜
コ
ロ

ナ
か
ら
の
反
転
攻
勢
〜
」
の
５
つ
の

テ
ー
マ
で
新
年
度
予
算
に
込
め
た
知

事
の
思
い
を
伺
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
当
初
予
算
に
込

め
た
思
い
に
つ
い
て
で
す
が
、

令
和
５
年
度
は
、
２
０
３
０
年
に
向

け
た
基
本
構
想
の
第
２
期
実
施
計
画

お
よ
び
新
た
な
行
政
経
営
方
針
に
基

づ
く
県
政
運
営
の
始
ま
り
と
な
る
、

大
き
な
節
目
の
年
に
な
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
令
和
５
年
度
の
当
初
予
算
編

成
で
は
、
引
き
続
き
、
コ
ロ
ナ
対
策

に
万
全
を
期
す
と
と
も
に
、
未
来
を

見
据
え
、「
子
ど
も
・
子
ど
も
・
子

ど
も
」
を
は
じ
め
と
し
た
５
つ
の
施

策
の
柱
、
さ
ら
に
は
「
北
の
近
江
振

興
」
を
重
点
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
議
論

し
、
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

次
世
代
の
子
ど
も
・
若
者
と
と
も

に
「
健
康
し
が
」
を
実
現
す
る
た
め
、

子
ど
も
を
施
策
の
中
心
に
据
え
、「
進

化
」、「
伸
ば
す
」、「
深
め
る
」、「
信

じ
る
」、「
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
な

ど
、　
「
シ
ン
」
と
い
う
言
葉
に
様
々

な
思
い
を
込
め
て
「
シ
ン
・
ジ
ダ
イ
」

と
表
現
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に

作
り
上
げ
た
こ
の
予
算
を
、
県
民
の

皆
様
に
し
っ
か
り
と
お
届
け
し
、
未

来
へ
と
幸
せ
が
続
く
滋
賀
の
実
現
を

皆
で
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。公

共
交
通

　

本
県
で
は
、
近
江
鉄
道
線
の

「
公
有
民
営
方
式
」
に
よ
る
上

下
分
離
で
の
運
行
に
向
け
た
取
組
な

ど
、
公
共
交
通
機
関
の
再
構
築
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
将
来
的
に
地
域
交

通
を
ど
う
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
滋
賀
県
が
目
指
す
地
域

交
通
の
姿
」
を
描
く
「
滋
賀
県
地
域

交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
来
年
度
新
た
に

策
定
さ
れ
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
自
体
を

「
絵
に
描
い
た
餅
」
に
し
な
い
た
め

に
様
々
な
施
策
と
財
源
が
必
要
で
す
。

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
、
事
業

費
の
試
算
の
結
果
、
多
額
の
費
用
が

か
か
る
こ
と
が
先
頃
公
表
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
の
財
源
を
ど
の
よ
う
に
確

保
す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

地
域
交
通
の
将
来
に
つ
い
て

は
、
都
市
計
画
基
本
方
針
に
掲

げ
る
「
拠
点
連
携
型
都
市
構
造
」
の

実
現
と
、「
誰
も
が
、
行
き
た
い
と

き
に
、
行
き
た
い
と
こ
ろ
に
移
動
が

で
き
る
、
持
続
可
能
な
地
域
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
構
築
を
目
指
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
滋
賀
地
域
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」
の

策
定
過
程
で
、
県
民
や
事
業
者
の
意

向
を
丁
寧
に
く
み
取
り
な
が
ら
「
公

論
熟
議
」
を
重
ね
、「
民
公
共
創
」

に
よ
る
地
域
交
通
の
維
持
・
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

ま
た
、
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け
た

財
源
確
保
に
つ
い
て
は
、
ビ
ジ
ョ
ン

で
描
く
「
目
指
す
地
域
交
通
の
姿
」

を
実
現
す
る
た
め
、
ま
ず
は
、
住
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
得
る
地
域
交
通
の
サ
ー

ビ
ス
水
準
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ど

の
く
ら
い
の
費
用
が
必
要
に
な
る
か

試
算
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
財
源
に
つ
い
て
、
国
の
支

援
、
民
間
投
資
等
の
活
用
は
も
と
よ

り
、
い
わ
ゆ
る
「
交
通
税
」
の
導
入

に
つ
い
て
も
地
域
の
将
来
像
を
描
く

参
加
型
税
制
の
考
え
方
に
立
ち
、
県

議
会
、
県
民
、
事
業
者
の
皆
様
と
丁

寧
か
つ
慎
重
に
、
議
論
を
積
み
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ

　

令
和
５
年
１
月
に
国
ス
ポ
・

障
ス
ポ
大
会
の
開
催
費
用
の
再

試
算
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
67
億
円

か
ら
104
億
円
と
37
億
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
67
億
円
の
前

提
で
財
政
収
支
見
通
し
を
定
め
県
政

運
営
を
し
て
き
た
中
で
、
こ
の
増
額

を
ど
の
よ
う
に
財
政
措
置
し
て
い
こ

う
と
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
初
の
金
額
か
ら
大
幅
に

増
加
し
て
い
る
予
算
で
す
が
、
フ※

ァ

ン
ド
レ
イ
ザ
ー
の
雇
用
な
ど
寄
附
等

の
獲
得
の
戦
略
や
予
算
に
見
合
っ
た

素
晴
ら
し
い
大
会
に
し
て
い
く
た
め

の
決
意
を
伺
い
ま
す
。

　

国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
大
会
の
開

催
経
費
の
増
額
に
対
す
る
財
政

措
置
に
つ
い
て
は
、
経
費
の
精
査
・

縮
減
を
行
い
、総
額
の
抑
制
に
努
め
、

ま
た
、
企
業
協
賛
制
度
や
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
な
ど
を
活
用
し
た

歳
入
確
保
に
も
取
り
組
む
こ
と
に
よ

り
、
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

予
算
の
執
行
状
況
や
税
収
等
の
動
向

を
精
査
し
、
可
能
な
対
応
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
か
ら
組
織
体
制
を

よ
り
充
実
さ
せ
、
戦
略
的
な
取
組
に

よ
っ
て
寄
附
等
の
獲
得
に
つ
な
げ
る

な
ど
、
歳
入
確
保
を
強
化
し
て
い
き

ま
す
。
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ザ
ー
に
つ
い

て
も
、他
自
治
体
の
事
例
も
参
考
に
、

専
門
家
の
有
効
活
用
と
い
う
視
点
か

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

両
大
会
を
契
機
に
、
整
備
し
た
施

設
が
「
健
康
し
が
」
の
拠
点
と
な
り

地
域
を
盛
り
上
げ
、
ま
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
で
活
躍
し
、
充
実
し
た
生
活
に
繋

げ
る
な
ど
、
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
、
い

つ
ま
で
も
県
民
の
心
に
残
る
大
会
と

な
る
よ
う
、
準
備
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

森
林
政
策

　

山
や
森
林
を
守
る
た
め
に
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

（
裏
面
に
続
き
ま
す
）

　２月定例会議では、子ども関連経費や新型コロナウイルス感染症へ
の対応に係る経費など総額6,582億5,000万円を計上する「令和５年
度滋賀県一般会計予算」や、琵琶湖博物館の水槽破損事故の原因究明、
安全点検や生活困窮者支援の強化に係る経費など総額47億6,370万３千
円を追加する「令和４年度滋賀県一般会計補正予算（第７号）」など、
知事提出議案76件と議員提出議案16件が提案されました。
　各委員会では、付託された各議案、請願その他所管事項について審

議等を行いました。
　また、令和５年度予算を総合的に審査するため、委員41人で構成す
る予算特別委員会が設置され、２日間にわたり質疑を行い、さらに分
科会調査を２日間実施した上で、可決すべきものとしました。
　これらの審議の結果、意見書案７件を否決したほか、いずれも原案
のとおり可決または同意しました。

　琵琶湖・ＣＯ2ネットゼロ対策特別委員会において検討を進めてきた
「滋賀県県産材の利用の促進に関する条例案」が提出され、賛成多数
で可決しました。
　条例の概要については、裏面に記載しています。

２月14日～３月15日の30日間

●議員提案による政策条例案を可決

近江鉄道

行
財
政

用語解説 ※「ファンドレイザー」…団体等が活動のための資金を集める行為（ファンドレイジング）を専門とする人材のこと

２
月
定
例
会
議
に
お
け
る

　  

　
質
疑・質
問
か
ら

　質
疑
・
質
問
の

　詳
細
は
こ
ち
ら

◀
か
ら
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こ
の
印
刷
物
は
古
紙
パ
ル
プ
を
配
合
し
て
い
ま
す

が
森
林
管
理
で
あ
り
、
中
で
も
林
業

が
そ
の
役
割
を
主
に
担
い
ま
す
が
、

滋
賀
県
に
お
け
る
林
業
は
他
の
地
域

以
上
に
そ
の
可
能
性
を
活
か
せ
て
い

な
い
状
況
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
下
、
県
議

会
に
お
い
て
県
内
の
林
業
の
活
性
化

に
向
け
て
重
要
な
要
素
と
な
る
県
産

材
の
活
用
に
向
け
た
条
例
を
検
討
し

て
き
て
お
り
、
こ
の
条
例
制
定
を
契

機
と
し
て
、
県
と
し
て
更
に
前
向
き

な
取
組
に
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
林

業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
県
産
材

の
流
通
強
化
に
つ
い
て
、
県
の
役
割

と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
見
解
を
伺

い
ま
す
。

　

森
林
資
源
の
循
環
利
用
と
県

産
材
の
流
通
を
促
進
す
る
こ
と

は
、
森
林
の
適
正
管
理
を
進
め
る
上

で
重
要
で
す
。

　

県
の
役
割
は
、
林
業
お
よ
び
木
材

産
業
の
振
興
と
森
林
の
多
面
的
機
能

の
発
揮
の
た
め
、
川
上
、
川
中
、
川

下
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
け
る
人

材
育
成
と
体
制
整
備
を
支
援
す
る
こ

と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

滋
賀
県
県
産
材
の
利
用
の
促
進
に

関
す
る
条
例
を
踏
ま
え
、
今
後
、
琵

琶
湖
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
の
見
直

し
を
行
う
と
と
も
に
、
来
年
度
か
ら

「
び
わ
湖
材
流
通
推
進
課
」
を
設
置

し
、
県
の
組
織
体
制
を
一
定
強
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
主
伐
・
再
造
林
に

よ
る
木
材
供
給
量
の
増
大
や
、
流
通

強
化
、
県
産
材
の
利
用
拡
大
な
ど
、

総
合
的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
施
策

　

我
が
国
の
少
子
化
が
急
速
に

進
展
し
て
い
ま
す
が
、子
育
て
、

教
育
に
お
金
が
か
か
る
現
状
が
子
ど

も
を
持
つ
こ
と
に
躊
躇
す
る
一
つ
の

大
き
な
要
因
で
あ
る
と
分
析
さ
れ
て

い
ま
す
。
県
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
る
子
ど
も
の
医
療
費
や
教
育

に
か
か
る
費
用
な
ど
経
済
的
な
支
援

の
拡
充
に
つ
い
て
早
急
に
取
り
組
む

こ
と
を
提
言
し
ま
す
が
、
知
事
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
に
つ
い
て

は
、
健
康
医
療
福
祉
部
内
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
け
て
、
現

在
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
国
の
少
子
化
対
策
の
動
向
も

見
極
め
つ
つ
、
県
の
考
え
方
を
早
急

に
整
理
し
た
上
で
、
制
度
拡
充
に
向

け
て
市
町
と
調
整
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

教
育
費
に
つ
い
て
は
、
国
に
お
い

て
一
定
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
家
庭
の
経
済
状
況
に
か
か

わ
ら
ず
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
希

望
す
る
教
育
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

更
な
る
支
援
が
必
要
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
経
済
的
支
援
に
つ
い
て

は
、
地
域
に
よ
っ
て
差
が
生
じ
る
べ

き
で
は
な
く
、
全
国
一
律
の
制
度
と

し
て
拡
充
さ
れ
る
よ
う
、
全
国
知
事

会
等
を
通
じ
、
引
き
続
き
強
く
国
に

訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県産材を利用した建物（滋賀県林業会館）

●滋賀県議会ホームページ、Twitter（ツイッター）
　本会議や委員会の開催情報、議会の仕組み、議員の紹介、会議
録など、県議会の最新の情報を随時掲載しています。また、本会
議の模様はライブ中継と録画配信をしています。

滋賀県議会ホームページ  https://www.shigaken-gikai.jp/

滋賀県議会ツイッター  （アカウント名　@shigakengikai）

２月定例会議で審議した主な議案 ２月定例会議で審議した決議・意見書
議案番号 件　　　　　　　　　名 結果

（議員提出）
会第１号 滋賀県議会の保有する個人情報の保護に関する条例案 可決
会第２号 滋賀県県産材の利用の促進に関する条例案 可決

（知事提出）
議第１号～
議第16号

令和５年度滋賀県一般会計予算　ほか15件 可決

議第17号～
議第40号

滋賀県個人情報の保護に関する法律施行条例案　ほか23件 可決

議第41号～
議第43号

契約の締結につき議決を求めることについて（滋賀県東北部工業技
術センター整備事業）　ほか２件

可決

議第44号 建物収去土地明渡等請求訴訟の提起につき議決を求めることについ
て

可決

議第45号・
議第46号

国の行う土地改良事業に要する経費について関係市町が負担すべき
金額を定めることにつき議決を求めることについて　ほか１件

可決

議第47号・
議第48号

滋賀県道路公社定款の変更につき議決を求めることについて
ほか１件

可決

議第49号 包括外部監査契約の締結につき議決を求めることについて 可決
議第50号～
議第65号

令和４年度滋賀県一般会計補正予算（第７号）　ほか15件 可決

議第66号 滋賀県立高等専門学校整備運営基金条例案 可決
議第67号～
議第69号

県の行う建設事業に要する経費について関係市町が負担すべき金額
を定めることにつき議決を求めることについて　ほか２件

可決

議第70号 指定管理者の指定につき議決を求めることについて（滋賀県立スポー
ツ会館）

可決

議第71号 令和４年度滋賀県一般会計補正予算（第８号） 可決
議第72号 契約の変更につき議決を求めることについて（滋賀県立近江学園整

備事業）
可決

議第73号～
議第76号

滋賀県教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて
　ほか３件

同意

番　号 件　　　　　　　　　名 結果
決議第１号 ロシアによるウクライナ侵略を非難し即時撤退を求める決議案 可決
決議第２号 北朝鮮による弾道ミサイル発射に抗議する決議案 可決
決議第３号 滋賀県議会議員の政治倫理の確立に関する決議案 可決
意見書第１号 戦略的で効率的な防衛力の強化とともに紛争の回避に向けた外交

努力を求める意見書案
否決

意見書第２号 生活保護基準額の引上げおよび物価高騰に見合う増額等を求める
意見書案

否決

意見書第３号 新型コロナウイルス感染症への公費負担・医療機関等への支援の
継続を求める意見書案

否決

意見書第４号 加齢性難聴者に対する補聴器購入に係る支援の充実を求める意見
書案

否決

意見書第５号 旧統一教会による更なる被害の防止と被害者の救済を求める意見
書案

否決

意見書第６号 子どもと子育て世帯への経済的支援を求める意見書案 否決
意見書第７号 教育予算の増額と負担軽減措置等の拡充を求める意見書案 否決
意見書第８号 防衛力の抜本的強化に向けた着実な取組を求める意見書案 可決
意見書第９号 安定的な電力供給の確保を求める意見書案 可決
意見書第10号 憲法改正に向けた国会審議の促進を求める意見書案 可決
意見書第11号 性的指向・性自認に関する差別の解消を求める意見書案 可決

　滋賀県議会議員の各選挙区における定数が令和
５年４月９日（日）に行われる県議会議員一般選挙
から一部変わります。
　なお、県議会全体の定数および選挙区の区割り
は、現行のとおりです。

※１ 「長浜市選挙区」は４人から
 ３人に変わりました。
※２　「守山市選挙区」は２人から
 ３人に変わりました。

　暮らしを支えるかけがえのない滋賀の森林を健全な姿で未来
に引き継ぐため、環境の側面から県産材の利用を促進する既存
の「琵琶湖森林づくり条例」「滋賀県ＣＯ₂ネットゼロ社会づく
りの推進に関する条例」に加えて、経済の側面から県産材の利
用を促進する「滋賀県県産材の利用の促進に関する条例」を制
定しました。
　林業および木材産業の持続的な発展を図ることと、木材の利
用に対する意識の高揚を図ることを目的とし、県や林業事業
者・木材産業事業者の責務、基本的な施策、具体的な施策の内
容を定める基本計画の策定等を定めています。

●滋賀県県産材の利用の促進に関する条例
２月定例会議で可決した議員提案条例の概要 滋賀県議会議員の各選挙区における

定数が一部変わります。

詳細はこちらから▶

甲賀市
（３）

湖南市
（２）

草津市
（４） 東近江市･

日野町･愛荘町
（５）

高島市
（２）

長浜市
（３）

栗東市（２）

大津市
（ ）

近江八幡市･
竜王町
（３）

野洲市
（２）

米原市
（1）

彦根市･犬上郡
（４）守山市

（３）

※１

※２

議会からのお知らせ スマートフォン
等でも御覧いた
だけます。

第 116 号 滋賀県議会だより 令和 5 年（2023年）3 月26日（日）　⑵


